
鞍
手
町
ふ
れ
あ
い

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル

フ
実
行
委
員
会
で

は
、「
平
成
27
年
度

鞍
手
町
ふ
れ
あ
い
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大

会
」
を
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
。
申
込
用
紙
は
、

Ｊ
Ａ
直
鞍
鞍
手
支
所
、
鞍
手
町

商
工
会
、
鞍
手
町
役
場
総
務
課
、
鞍
手
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
事
務
局
（
Ｊ
Ａ
直
鞍
く
ら
て
グ
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
２
階
）
に
あ
り
ま
す
。

●
と
き　

11
月
23
日
（
月
・
祝
）
午
前
７
時
52
分
ス
タ
ー

ト
●
と
こ
ろ　

ム
ー
ン
レ
イ
ク
Ｇ
Ｃ
鞍
手
コ
ー
ス

●
競
技
方
法　

18
ホ
ー
ル
・
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
イ
（
ハ
ン

デ
ィ
は
ダ
ブ
ル
ペ
リ
ア
（
50
上
限
）
方
式
）

●
費
用　

▽
参
加
費
＝
三
千
円
▽
プ
レ
イ
費
＝
一
万
一
千

円
（
税
込
・
食
事
代
含
）

●
募
集
人
員　

百
六
十
八
人
（
４
人
１
組
で
42
組
予
定
）。

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
（
１
人
で
の
参
加
も
可
能

で
す
。
た
だ
し
、
合
組
に
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
）

●
申
し
込
み
方
法　

４
人
１
組
で
氏
名
、
生
年
月
日
（
代

表
者
は
住
所
と
連
絡
先
）
を
記
入
の
う
え
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

鞍
手
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
事
務
局
ま
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い

●
受
付
期
間　

10
月
５
日
（
月
）
か
ら
10
月
30
日
（
金
）

ま
で

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

鞍
手
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

事
務
局
☎
４
２
局
５
３
２
８
番
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
も
同
じ
番
号
）

ま
で

2015.10−６

楽しかったこと、悲しかったこと、思い出、地域のできごと、イラストや
マンガ、エッセイ、サークルのお誘い、趣味や宝物、広報へのご意見・ご
感想などどしどしお寄せください。あなたの住所、名前、年齢、電話番号
も忘れずに。投稿された人には、記念品を差し上げます。 ひろば読者の

皆さんの
ページ
です。

鞍
手
町
新
延
で
育
っ

た
荒
井
舞
さ
ん
が
、
今

夏
め
で
た
く
プ
ロ
ゴ
ル

フ
ァ
ー
と
し
て
誕
生
、
学

業
は
も
と
よ
り
そ
の
才
能

は
み
ご
と
開
花
し
、
ゴ
ル
フ

一
筋
に
「
初
志
貫
徹
」
邁
進
し
ま
し
た
。

今
後
大
き
く
国
内
外
に
羽
ば
た
く
鞍
手
の

ホ
ー
プ
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
。

新
星
女
性
ゴ
ル
フ
ァ
ー
誕
生

●
吉
澤
京
子
さ
ん
（
中
山
）

ベ
ス
ト
ス
コ
ア
に
挑
戦
�

ふ
れ
あ
い
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

●
鞍
手
町
ふ
れ
あ
い
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
実
行
委
員
会

公
民
館
ま
つ
り
と

鞍
手
美
術
展
に

出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か

●
公
民
館
ま
つ
り
実
行
委
員
会
・
鞍
手

美
術
協
会

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
く
ら
て

Ｉ
Ｎ
長
谷
観
音

●
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
く
ら
て
実
行
委
員
会

■
第
26
回
公
民
館
ま
つ
り

中
央
公
民
館
自
主
サ
ー
ク
ル
、自

治
公
民
館
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん
が
、

日
ご
ろ
の
練
習
と
努
力
の
成
果
を

発
表
し
ま
す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の

上
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

●
展
示
の
発
表
会　

▽
と
き
＝
10

月
16
日
（
金
）
か
ら
18
日
（
日
）

ま
で
。
時
間
は
午
前
９
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で
（
18
日
は
午
後

２
時
30
分
ま
で
）
▽
と
こ
ろ
＝

中
央
公
民
館
町
民
ホ
ー
ル
・
玄

関
ホ
ー
ル
▽
内
容
＝
リ
フ
ォ
ー

ム
、
木
彫
、
陶
芸
、
表
装
、
書
道
、

押
し
花
、
絵
本
の
紹
介

●
演
技
の
発
表
会　

▽
と
き
＝
10

月
17
日
（
土
）
午
前
９
時
15
分

長
谷
観
音
に
て
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト

を
実
施
し
ま
す
。
長
谷
寺
の
格
式
あ
る

風
情
や
灯
し
た
キ
ャ
ン
ド
ル
の
幻
想
的

な
世
界
を
体
感
し
、
ス
ロ
ー
な
夜
を
過

ご
し
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、
国
指
定
重
要

文
化
財
で
あ
る
十
一
面
観
音
像
の
夜
の

ご
開
帳
が
行
わ
れ
る
の
は
こ
の
日
だ
け

で
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
な
ど

も
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

な
お
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の

募
集
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

10
月
17
日（
土
）午
後
５
時
か
ら

●
と
こ
ろ　

長
谷
観
音
周
辺

●
問
い
合
わ
せ　

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト

く
ら
て
実
行
委
員
会
（
事
務
局
・
南

陵
塾
内
）
☎
（
０
９
０
）
９
７
９
８

局
７
６
４
９
番
ま
で

開
演
▽
と
こ
ろ
＝
中
央
公
民
館

第
１
研
修
室
▽
内
容
＝
フ
ラ
ダ

ン
ス
、
大
正
琴
、
コ
ー
ラ
ス
、

朗
読
、
太
極
拳
、
舞
踊
、
社
交

ダ
ン
ス
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
、

尺
八
と
箏
の
合
奏
、
銭
太
鼓

●
茶
道
サ
ー
ク
ル
の
発
表
会

　

▽
と
き
＝
10
月
17
日
（
土
）
午

前
９
時
30
分
か
ら
午
後
３
時
ま

で
▽
と
こ
ろ
＝
中
央
公
民
館
和

室
●
俳
句
サ
ー
ク
ル
の
公
開
句
会　

▽
と
き
＝
10
月
17
日
（
土
）
午
前

９
時
15
分
か
ら
11
時
ま
で
▽
と

こ
ろ
＝
中
央
公
民
館
２
階
ロ
ビ
ー

■
第
57
回
鞍
手
美
術
展

鞍
手
美
術
協
会
で
は
毎
年
恒
例

の
美
術
展
を
開
催
し
ま
す
。
力
作
、

自
信
作
が
目
白
押
し
で
す
。

●
と
き　

10
月
16
日
（
金
）
か
ら

18
日
（
日
）
ま
で
。
時
間
は
午

前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

（
18
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

●
と
こ
ろ　

町
立
体
育
館

●
出
品
作
品　

書
道
、絵
画
、写
真
、

生
花
、
服
飾
手
芸
、
彫
刻
工
芸
、

陶
芸
、
小
・
中
学
生
の
作
品
な
ど

●
表
彰　

▽
賞
＝
特
別
賞
、
優
秀

賞
、
努
力
賞
な
ど
▽
表
彰
式
＝
10

月
18
日
（
日
）
午
後
３
時
か
ら

●
問
い
合
わ
せ　

公
民
館
ま
つ
り

実
行
委
員
会
事
務
局
ま
た
は
鞍

手
美
術
協
会
事
務
局
（
ど
ち
ら

も
中
央
公
民
館
内
）
☎
４
２
局

７
２
０
０
番
ま
で
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私
は
、よ
く
歌
う
。
仕
事
や
鼻
歌
・
子
守

唄
…
運
転
中
の
車
中
も
格
好
の
練
習
場
。

鞍
手
で
育
ち
、
結
婚
し
て
か
ら
も
こ
の

地
で
生
活
し
、
音
楽
を
通
し
て
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
た
く
さ
ん
の
人
と
触
れ
合
え

た
。
ピ
ア
ノ
や
歌
の
レ
ッ
ス
ン
・
合
唱
指

導
・
伴
奏
等
の
演
奏
活
動
…
特
に
「
鞍
手

年
演
奏
会
も
予
定
し
て
い
る
。

練
習
で
は
い
つ
も
、
ま
ず
自
分
た
ち
自

身
が
楽
し
く
、
そ
し
て
口
角
や
頬
を
あ
げ

て
声
を
出
す
等
を
心
掛
け
る
。
歌
詞
や
各

パ
ー
ト
の
旋
律
に
声
を
乗
せ
、
気
持
ち
を

合
わ
せ
て
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
作
り
上
げ
て
い

く
。
聴
い
て
く
だ
さ
る
方
に
も
楽
し
ん
で

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
寂
し
い
別
れ
も
幾

度
と
あ
っ
た
。
最
期
ま
で
練
習
に
行
く
の

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
…
な
ど
の
ご

家
族
の
話
を
伺
う
と
、
わ
ず
か
で
も
そ
の

方
の
生
活
に
彩
り
を
添
え
る
こ
と
が
で
き

た
の
か
と
心
が
温
か
く
な
る
。

歌
は
私
の
生
活
の
一
部
。
気
が
付
く
と

ど
れ
み
の
会
」
合
唱
団
は
、
ず
っ
と
人
生

の
先
輩
で
あ
る
50
歳
か
ら
80
歳
代
の
皆
さ

ん
と
交
流
で
き
る
場
だ
。
前
任
の
武
谷
富

子
先
生
が
ご
指
導
の
と
き
に
伴
奏
者
と
し

て
関
わ
り
、
そ
の
後
、
引
き
継
い
で
指
揮

者
と
な
っ
て
、
も
う
す
ぐ
10
年
。
来
年
３

月
に
は
ユ
メ
ニ
テ
ィ
の
お
が
た
に
て
30
周

も
ら
え
る
よ
う
に
歌
う
こ
と
も
大
切
だ
。

笑
顔
で
思
い
切
り
ブ
レ
ス
を
し
、
大
き
な

声
で
歌
っ
て
い
る
と
、
元
気
の
な
い
と
き

も
不
思
議
と
晴
れ
や
か
な
気
持
ち
が
湧
い

て
く
る
。

団
員
さ
ん
た
ち
は
、
私
か
ら
見
て
も
元

気
で
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
の
あ
る
方
が
多
い
。

３
歳
に
な
る
娘
も
、
い
つ
も
歌
を
口
ず
さ

む
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
か
ら
も
音

楽
を
通
し
て
、
た
く
さ
ん
の
輪
を
広
げ
て

い
け
た
ら
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
綾
香
睦
子
さ
ん
（
中
山
・
42
歳
）
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セ
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晴
れ
た
ら
い
い
ね
。

次
回
は
、
篠
原
是
子
さ
ん
（
中
山
）
で
す
。

すてきな作品をお待ちしています

ねんど細工や絵、書、紙細工、
陶芸、俳句、短歌など自慢の一
品はありませんか。「広報ぎゃ
らりー」では、紙面を彩るあな
たの作品をお待ちしています。
作品についての100字以内の
感想もお願いします。役場政策
推進課☎４２局２１１１番ま
でご連絡ください。

広報
ぎゃらりー

手編み 河野ミツヱさん
（中山）

櫻井達子さん
（新北）俳句

私の実家の近くにある
中有木のお地蔵さん。毎
月 23 日から 25 日が
大祭で、地元だけでなく
遠方からのお詣りも多
く、いつもごった返して
おります。私も子どもの
ころ、欠かさず楽しみ
にお詣りしておりまし
た。石段を登らず急な坂
道を喘ぎながらお詣り
した懐かしい思い出に
浸っております。

秋
晴
れ
し  

釘
拔
地
蔵
の  

男
坂

今
年
も
次
の
と
お

り
「
人
権
問
題
地
区

懇
談
会
」
を
町
内
各

地
で
開
催
し
ま
す
。

人
権
問
題
に
つ
い
て
、

み
ん
な
で
一
緒
に
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

な
お
、
対
象
地
区
外

の
懇
談
会
に
も
ご
参

加
い
た
だ
け
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

教

育
課
生
涯
学
習
係

☎
４
２
局
７
２
０

０
番
ま
で

地ち
く
こ
ん
区
懇
に
い
こ
う
�

●
教
育
課
生
涯
学
習
係

対象
地区 とき ところ 講演内容

① 10 月 24 日（土）
午前 10 時～

室木小学校
体育館

▷テーマ＝傷つける言葉　
勇気づける言葉
▷講師＝松本久美子さん

② 11 月１日（日）
午前 9時 30 分～

剣北小学校
体育館

▷テーマ＝道行く芸能とコ
リアンの舞
▷講師＝福岡朝鮮歌舞団

③ 11 月１日（日）
午前 10 時～

新延小学校
体育館

▷テーマ＝身近な人権問題
▷講師＝角　敏秀さん

④ 11 月７日（土）
午前９時～

鞍手中学校
体育館

▷テーマ＝みなさん、知って
いますか？ 様々な人権につ
いて▷講師＝森　秀輔さん

⑤ 11 月７日（土）
午前 10 時～

古月小学校
体育館

▷テーマ＝絵本「いのちの
花」からのメッセージ
▷講師＝園田久子さん

対象地区

① 八尋神田、神田、室木

② 幸町、山ヶ崎、唐ヶ崎、昭和通り、東区、北区、西区、い牟
田、弥生、弥生促進、新中山

③ 泉水、新延本村、新延南区、新延新塚、新延舟川、室井、永
谷、七ヶ谷、高見団地

④ 本村、立林、上新橋、中本町、本町、城ヶ崎、南区、猪倉、今村、
小牧、大池、裏田団地

⑤ 上木月、木月、古門、神崎、古門北区、倉坂

なわ模様の丸ヨーク
カーディガンを編みま
した。動きのあるなわ
模様がヨークいっぱ
いに広がり、そこか
ら直線的に身頃、袖
へと続きます。奥
行きのある表情が
魅力の、こだわり
の逸品です。


